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に rigid と rwnrigid の 2 種類に分類できることを見出すとともに，この仰nr昭耐性は，三方両錐構造
において，擬回転とオレフインの配位軸まわりでの回転とが結合した分子内運動により説明できるこ
とを指摘している。さらに平面四配位イソシアニドロジウム( 1 )錯体の塩基性は，比較的弱いこと，
分子内運動の起こりやすさは，ロジウムーオレフイン π 結合の強さ(電子効果)ならびに配位子聞の立
体障害の大きさ(立体効果)に依存することを明らかにしている。
以上の結果は，学術ならびに応用の面において，有機金属錯体化学の発展に貢献するところが大き
い。よって，本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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